
 

今、あらためて「日本国憲法」を擁護する態度を表明し、  

武力・戦力保持による戦争抑止・解決、武器輸出、  

および現在進められている「緊急事態条項」を含む改憲の動きに強く反対する声明  

 

 わたしたち京都・滋賀にある諸伝道所・教会とそこに集う者は、神による平和・正義・

公平を希求し、現「日本国憲法」の基本原則である「主権在民」、「基本的人権の尊重」、

「平和主義」を護る。また戦前・戦中へと回帰し、国家優先、権力の暴走をゆるす憲法へ

と改憲する動きに強く反対する。そのために、憲法改悪を憂慮し、現憲法を擁護しようと

する多くの住民とともに、こうした動きに抗うことを、ここに改めて表明する。  

加えて、「集団的自衛権」、戦力保持・増強による紛争・戦争解決、「平和主義」に反す

る武器輸出を平和の主イエス・キリストにあって強く反対する。  

「剣をさやに納めなさい。剣を取る者は皆、剣で滅びる。」(マタイによる福音書 26 章

52 節：新共同訳) 
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